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青少年問題の悩みなどお気軽に

価

0774－24－0800

（日曜・祝日除く毎日午ｖｉｓ時～午後6時）

校
区
ぐ
る
み
で
あ
い
さ
つ
運
動

明
る
く
、
健
全
な
子
丿
刄
青
成
す
る
に
は
、
ま
ず
温
か
い
あ
い
さ
つ
忿
零
七
た
ち
と
交
わ
そ

’
7
と
、
小
倉
小
学
校
の
育
友
会
と
、
校
区
の
少
年
補
導
委
員
が
学
校
と
協
力
し
、
昨
年
十
一
月
中

旬
か
ら
二
週
間
、
全
校
児
童
は
じ
め
地
域
ぐ
る
み
で
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
客
手
め
ま
し
た
。
こ

の
大
人
た
ち
の
肺
心
な
取
り
組
み
で
、
児
童
た
ち
の
間
に
も
あ
い
さ
つ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
季
ｙ
。

▲「おはよう」とあいさつを交わして登校する児童たち（小倉小学校）

こ
の
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
昨
年

の
夏
休
み
前
に
開
か
れ
た
小
倉
小

学
校
校
区
の
育
友
会
や
少
年
補
導

委
員
な
ど
の
地
域
懇
談
心
一
で
実

施
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
懇
談
会
は
、
小
倉
小
学
校

校
区
を
八
地
区
に
分
げ
、
少
年
非

行
の
実
態
と
地
域
の
役
割
を
学
び

考
え
ぷ
っ
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

こ
こ
で
計
画
さ
れ
た
運
動
は
、
子

ａ
ｊ
ｗ
）
た
ち
に
大
人
が
率
先
し
て
あ

い
さ
つ
の
ひ
と
声
聚
掛
け
る
こ
と

で
、
児
童
た
ち
に
あ
い
さ
つ
の
習

慣
を
育
て
、
明
る
い
社
角
つ
ぐ
り

を
目
指
そ
う
と
い
シ
ね
ら
い
で
し

た
。運

動
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
小

倉
小
学
校
、
同
校
育
友
会
、
校
区

少
年
補
導
委
員
は
、
校
区
内
の

約
三
土
留
戸
に
運
動
の
趣
旨
を

書
い
た
協
力
呼
び
掛
け
ビ
ラ
を

配
布
。

十
一
月
十
四
日
か
ら
、
同
校
の

宇
治
市
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、
創
立
五
周
年
を
記

念
し
て
、
推
進
大
島
一
を
開
き
ま

す
。
家
庭
教
育
や
社
会
学
習
に

も
優
立
ち
ま
ず

の
で
、
多
数
の

市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お

願
い
Ｌ
ぶ
ヂ
。

▼
と
き
・
：
2
月

5
日
面
、
午

後
Ｌ
時
Ｉ
4

時

▼
と
こ
φ
・
・
京

都
府
茶
業
セ

ン
タ
ー
（
太

陽
が
丘
入
口

前
）

▼
内
容
・
・
・
・
式
典
・

「市民の主張」を発表
「
健
全
育

瓜
ト
私
は
こ
ラ
考
香
子
」

と
題
し
て
「
市
民
の
忠
備
」

の
発
表
（
子
育
て
最
中
の
母

正
門
、
南
門
、
そ
れ
に
4
ぐ
の
国

道
2
4
脅
疸
横
断
歩
道
橋
の
三
ヵ
所

に
「
あ
い
さ
つ
ｔ
Ｐ
ｖ
ん
ご
コ
」
と
書

い
た
横
断
幕
ｍ
ｉ
Ｆ
登
校
時
の

午
前
七
時
五
十
分
か
ら
八
時
二
十

分
ま
で
、
育
友
会
員
、
少
年
補
導

委
員
、
教
師
の
皆
さ
ん
が
、
こ

の
三
ヵ
所
刄
多
も
た
ち
と
朝
の

あ
い
さ
つ
か
交
わ
し
ま
し
た
。

校
内
で
も
、
「
お
は
ぷ
つ
の
笑

顔
で
始
ま
る
明
る
い
一
日
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
児
童
会
も
運
動
に

取
り
組
み
、
友
だ
ち
同
士
が
あ
い

さ
つ
を
Ｒ
ｙ
な
ど
、
運
動
が
広

が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
は

教
育
相
談
室
へ

そ
Ｅ
き
ん
の
学
業
、
い

に
め
、
登
校
拒
否
等
の
教
育

問
題
、
金
銭
持
ち
出
し
等
の

問
題
行
動
や
家
庭
教
育
の
こ

と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
保
護

者
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
任
の
市
教
育
委
員

会
の
指
導
主
事
が
担
当
。
電

話
は
⑩
5
1
6
2
番
へ
。

親
の
声
・
家
庭
と
地
域
を
守

る
父
親
の
声
・
希
望
に
燃
え

る
青
年
の
声
・
青
少
年
育
成

奎
嗣
う
市
民
の
声
な
ど
）
。

記
念
講
演
「

親
と
子
の
心

の
触
れ
あ
い

多
乏
認

る
か
」
講
師

は
京
都
女
子

大
学
教
授
の

小
田
義
彦
さ

ん
・
大
意
皿

『
な
お
、
市
政

だ
よ
ｎ
二
月
二

十
言
裕
「
市

民
の
幸
度
」
発
表
者
募
集
の
記

事
の
中
で
、
推
進
大
会
の
会
場

が
誤
っ
て
い
声
巡
。
訂
正
し

お
詫
び
し
柔
7
．

あなたの校区の

宇治市少年補導委員さん

（
貧
道
小
学
校
区
〉

白
根
弘
一
（
⑩
7
0
8
7
）

飯
沼
卓
二
郎
（
⑩
0
7
1
8
）

安
藤
拓
生
（
⑩
7
6
6
8
）

辻
恒
雄
（
⑩
8
5
1
8
）

東
口
久
男
（
⑩
5
2
2
7
）

〈
黄
道
第
二
小
学
校
区
〉

水安松岡堂田

。Ｓａ
（
⑩
7
3
2
0
）

（
⑤
2
4
3
7
）

（
⑩
0
2
8
0
）

鷹
見
紀
久
寿
（
⑩
2
2
6
7
）

松
永
加
代
子
（
⑩
6
8
9
4
）

六
反
田
瞳
（
＠
3
3
4
8
）

〈
大
開
小
学
校
区
〉

小
谷
紀
雄
（
⑩
6
3
9
9
）

村
田
貞
美
（
⑩
2
8
6
3
）

久
米
正
雄
（
⑩
7
3
0
2
）

野
村
久
雄
（
⑩
4
4
8
8
）

水
原
照
好
（
⑩
6
8
1
1
）

（
横
鳥
小
学
校
区
ｙ

［＾ｒ＾＾

重敏精一雄二

（
⑩
0
1
5
6
）

（
0
4
7
6
1
）

（
⑩
0
2
2
9
）

中
井
三
郎
（
0
4
5
5
2
）

江
口
百
合
子
（
○
1
2
0
0
）

〈
北
横
鳥
小
学
校
区
〉

内
藤
一
（
⑩
2
3
8
2
）

吉
田
茂
二
（
⑩
7
0
0
1
）

中
井
英
男
（
Ｑ
ｏ
ｃ
ｊ
ｃ
ｏ
5
）

田
中
道
子
（
⑩
4
5
4
0
）

〈
北
小
倉
小
学
校
区
〉

浅
野
史
郎
（
⑩
2
3
3
8
）

宮
裕
子
（
⑩
2
7
8
9
）

岡
田
盛
敏
（
⑩
6
2
9
2
）

山
地
一
重
（
＠
1
0
9
8
）

・現在101人の宇治市少年補導委

貝さんが各小学校区を中心に活動

されています。各委員さん宅には、

「宇治市少年補導委貝」章が掲示

されています。子どものことでｔ掻

みごとがあれば、お気軽にご相談

を。（敬称略・囲み内は電話番号）

小
林
義
雄
（
⑩
6
6
9
6
）

〈
西
小
倉
小
学
校
区
〉

朝
田
治
行
（
⑩
4
3
0
7
）

渡
辺
ま
つ
え
（
⑩
2
7
9
0
）

門
脇
洋
子
（
⑩
2
3
9
2
）

風
間
登
美
子
（
⑩
1
5
7
1
）

蓉
朋
子
（
⑩
6
2
0
5
）

〈
南
小
倉
小
学
校
区
〉

佐
々
木
貞
三
（
⑩
8
1
6
9
）

寺
田
富
夫
（
⑩
9
6
3
2
）

南
川
敏
明
（
⑩
1
8
2
8
）

江
黒
泰
子
（
⑩
6
2
1
5
）

福
知
和
子
（
⑩
2
9
9
3
）

〈
神
明
小
学
校
区
〉

山
名
良
吉
（
＠
7
3
9
0
）

野
間
卓
次
（
⑩
3
3
7
6
）

森
惣
市
（
⑩
1
0
4
4
）

木
元
健
蔵
（
0
5
7
5
7
）

〈
小
倉
小
学
校
区
〉

卵龍難綸

‰ｒｎＫｍｒｎｍ
（
Ｃ
ｇ
0
2
）

（
⑩
2
3
5
2
）

（
⑩
2
6
8
3
）

（
⑩
1
5
4
7
）

（
⑩
1
6
7
2
）

（
0
2
9
9
0
）

（
⑩
0
3
9
4
）

宝
来
ｊ
ｔ
（
＠
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｒ
－
＜
8
）

〈
伊
勢
田
小
学
校
区
〉

佐
野
登
喜
夫
（
0
7
0
2
2
）

村
上
昌
弘
（
＠
0
2
4
0
）

大
町
肇
（
⑩
7
7
2
0
）

北
川
徹
（
＠
6
4
7
4
）

角
田
勝
子
（
＠
2
3
2
5
）

〈
大
久
保
小
学
校
区
〉

岩
村
徳
三
（
0
’
Ｑ
8
9
4
）

井
上
陽
男
（
＠
7
5
8
3
）

中
田
軍
次
（
＠
6
5
4
0
）

水
野
菊
次
（
⑥
6
5
2
7
）

青
田
静
枝
（
⑩
2
6
6
7
）

〈
西
大
久
保
小
学
校
区
〉

北
岡
満
千
百
（
⑥
6
8
1
6
）

宮
野
千
代
子
（
⑩
1
7
3
5
）

樺
木
新
二
（
＠
7
4
1
0
）

脇
敬
三
（
⑩
2
5
9
2
）

岡
本
周
子
（
⑩
3
7
2
6
）

市
橋
幸
枝
（
⑩
0
8
3
8
）

〈
平
盛
小
学
校
区
〉

満
尾
貞
正
（
＠
1
7
9
3
）

安
井
光
雄
（
＠
2
3
ｑ
Ｘ
Ｔ
。
）

森
下
順
子
（
＠
2
0
8
8
）

阿
部
志
津
保
（
＠
3
0
4
8
）

樹
山
正
恵
（
＠
2
8
6
7
）

〈
宇
治
小
学
校
区
〉

沖
平
ｔ
ｌ
（
⑩
0
4
6
6
）

菅
野
弘
二
（
0
8
0
3
9
）

辻
本
哲
夫
（
⑩
8
9
9
9
）

田
中
玲
子
（
⑩
1
6
2
9
）

〈
＝
一
室
戸
小
学
校
区
〉

安
岡
市
蔵
（
⑩
5
0
0
1
）

堀
侑
稔
（
⑩
6
3
う
7
）

山
西
欽
一
郎
（
⑩
0
2
9
9
）

森
田
昌
扶
（
ａ
3
7
7
4
）

〈
南
部
小
学
校
区
〉

細
見
崇
（
⑩
7
9
5
7
）

斉
藤
哲
男
（
0
2
0
2
6
）

林
育
平
（
⑩
4
1
0
3
）

坂
本
珠
美
子
（
⑩
6
0
0
1
ｎ
ｃ
ｏ
）

〈
岡
慶
小
学
校
区
〉

道
下
毅
（
⑩
0
1
0
1
）

田
中
晶
江
（
⑩
0
6
8
6
）

中
辻
一
子
（
⑩
2
0
6
6
）

岸
野
千
恵
子
（
⑩
1
5
2
3
）

稲
垣
咲
子
（
⑩
8
6
3
0
）

〈
木
幡
小
学
校
区
〉

和
田
弘
彰
（
⑩
8
7
3
4
）

梅
原
博
（
⑩
6
1
4
7
）

深
谷
照
子
（
Ｃ
7
7
8
8
）

棚
橋
利
子
（
⑩
4
3
7
5
）

玄
田
恵
美
子
（
⑩
1
7
9
9
）

〈
御
蔵
山
小
学
校
区
〉

阪
根
マ
サ
子
（
⑩
3
4
9
1
）

ｔ
用
博
子
（
＠
2
2
0
4
）

和
気
邦
子
（
⑩
4
9
1
2
）

渕
田
紀
代
子
（
⑩
2
4
7
2
）

〈
笠
取
小
学
校
区
〉

高
谷
礼
次
郎

（
0
7
5
－
Ｓ
－
4
9
2
6
）

〈
笠
取
第
二
小
学
校
区
〉

渋
谷
忠
一
（
⑩
2
0
8
7
）

283

街
頭
補
導
活
動
な
ど
推
進

常
座
市
教
育
委
員
心
一
で
は
、
青
少
年
の
問
題
行
動
が
深
刻
化

す
る
中
で
、
昭
和
五
土
〈
年
九
月
に
宇
治
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

か
設
置
。
少
年
補
導
委
貝
制
度
や
「
早
急
こ
こ
ろ
の
電
節
相

談
室
の
整
備
な
と
を
す
す
め
、
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育

成
の
た
め
に
男
力
を
続
け
て
い
求
了
。

「
宏
吊
少
年
補
導
香
？
制
度
は
、
五
土
ハ
午
ｔ
月
に
市
散

育
委
員
会
が
、
少
年
少
女
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
、
市
民
に
も

補
導
委
員
夕
霧
一
め
て
’
・
）
Ｊ
Ｖ
Ｑ
≪
．
Ｉ
Ｍ
Ｊ
創
設
し
た
も
の
で
す
。

委
員
の
職
務
は
、
①
街
頭
補
導
活
動
②
地
域
の
ヨ
嵩
化
活

動
③
健
全
育
成
の
啓
発
運
動
や
参
加
な
芦
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

委
員
は
、
連
合
育
友
；
＜
Ｒ
な
ど
か
接
笹
ん
食
紅
市
民
で
市

教
育
委
員
会
が
委
嘱
。
職
業
は
自
営
業
、
会
社
員
、
主
婦
な
ど

で
構
成
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
育
友
会
や
自
治
ｍ
員
か
μ
辰
さ

青少年の非行防止へ

市民の補導委員

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
ｙ
。
現
在
百
一
人
の
委
員
さ
ん
が
活
動
。

任
期
は
二
年
と
な
っ
て
い
ま
う

五
十
八
年
度
の
委
員
活
動
で
は
、
県
祭
Ｓ
＼
な
ど
の
街
頭
巡
回
、

街
頭
啓
発
へ
の
参
加
、
研
修
会
な
芦
蚕
体
の
取
り
組
み
の
外
、

各
校
区
単
位
の
月
一
回
の
校
区
補
導
や
自
主
研
修
会
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
ず
。
ポ
6
に
、
あ
い
さ
つ
運
勁
の
展
開
、
襲
環
境

浄
化
運
動
と
し
て
の
調
亮
ｉ
や
関
係
業
界
な
ど
へ
の
要
請
活

即
μ
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
校
区
で
も
取
肛
組
み
が
す
す
め
β
れ
て
い
ま

す
が
、
非
行
問
題
の
根
は
ま
だ
ま
だ
深
ぐ
事
態
は
深
刻
で
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
そ
し
て

関
係
団
体
が
一
体
と
な
ひ
地
域
ぐ
る
み
で
取
忿
界
赳
動
が
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
康
7
．

青少年健全育成推進

大会

小倉小学校育友会・少年補導委員

〝おはよう〟が習慣に



1984年（昭和59年）2月1日発行（2）宇1台ｔＵｊ吹だより第655号

受
け
付
け
は
2
月
1
6
日
か
ら

い
よ
い
よ
市
・
府
民
税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
市
で
は
、
市
民
生

活
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
福
祉
や
教
育
、
清
掃
や
建
設
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
税
金
は
そ
の
施
策
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
申
告
忘
れ
な
ど

の
な
い
よ
う
申
告
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
期
間
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

と
同
じ
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

市
・
府
民
税
の
申
告

市
・
府
民
税
は
、
昭
和
五
十
九

年
一
月
一
日
現
在
、
宇
治
市
内
に

住
所
か
肴
す
る
人
で
前
年
の
所
得

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
ず
。

次
の
よ
フ
￥
ハ
は
、
里
笛
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
早

目
に
済
ま
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
告
の
必
要
な
人

○
商
業
、
工
業
、
農
業
、
医
業
な

戸
の
事
業
鷺
宮
ん
で
い
る
人
。

〇
各
種
の
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
、

裁
縫
、
編
物
、
垂
覆
ど
の
個

人
教
授
を
し
て
い
る
人
。

（
芙
エ
、
左
官
、
手
伝
い
職
な
ど

で
日
給
月
給
の
人
。

○
不
動
産
収
入
や
利
子
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人

○
給
与
所
得
が
あ
泰
人
の
握
に
で
、

①
昭
和
五
十
八
年
中
に
退
職

▲豊かな町づくりを目指す公共施設建ＩＳ（今秋完成の市民文化センター）

し
た
人
。

②
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
（
源
泉
徴
醤
ｙ
）
の
提
出
が

鳶
ハ
て
い
な
い
人
。

③
給
与
以
外
に
家
賃
、
利
子
、

配
当
な
ど
の
収
入
が
あ
今
人
。

○
土
地
、
建
物
な
ど
の
資
産
ｍ

渡
し
た
人
。

○
山
林
所
得
の
あ
る
人
。

公
職
所
得
の
あ
る
人
。

ｎ
分
離
課
税
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
。

○
事
業
所
得
の
あ
る
人
。

○
宇
治
市
に
住
ん
で
い
な
い
が
、

所得税確定申告説明会
※住宅取得控除などの申告（

についての説明会です。

）

★主催…宇治税務署

★とき…2月13日（月）

午後1時半～4時

★ところ…宇治市民会館

市
内
に
諾
敷
や
店
舗
、
事
務

所
な
戸
派
肴
す
叉
。

Ｏ
羅
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
純

損
失
ま
た
は
繰
越
控
除
忽
～

よ
シ
忌
各
人
。

申
告
の
必
要
の
な
い
人

次
の
よ
ラ
な
人
は
、
申
告
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
所
得
税
の
確
定
里
暑
か
提
出

し
た
人
。

○
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
鉛

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ

て
い
る
入
。
か
だ
し
、
給
与
所

得
以
外
に
所
得
の
な
い
人
に
限

り
未
了
。

里
ｎ
＊
）
し
汪
Ｋ
ば
な
＜
ａ
ｔ
≪
い

人
で
、
申
告
書
の
提
出
の
な
い
場

合
は
、
後
日
、
住
民
税
の
所
得
証

明
や
納
税
証
明
、
あ
る
い
は
住
民

税
の
決
定
証
明
な
ど
の
請
求
が
あ

っ
て
も
、
発
行
で
壹
収
握
昂

あ
り
ま
ず
。
必
ず
申
告
し
で
乙
だ

さ
い
。
吊
民
税
課
）

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
ら
一

年
間
の
所
得
と
税
金
か
計
算
し
、

里
？
納
付
す
る
制
度
で
す
。
自

分
の
耕
作
面
積
は
少
な
い
と
か
、

あ
る
い
は
ア
パ
ー
ト
収
入
も
小
遣

い
程
度
と
か
、
実
感
と
し
て
「
も

う
け
た
」
と
い
う
感
覚
が
薄
い
収

入
で
あ
っ
て
も
、
里
じ
な
け
れ

お
気
軽
に

ど
う
ぞ

住民税の出張受け付け・所得税の納税相談

日程表

ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
漏
れ
な
ど

の
な
い
ぷ
つ
に
注
意
を
し
て
ぐ
だ

さ
い
。こ

ん
な
場
合
は

こ
ん
な
所
得

所
得
は
漏
れ
な
ぐ
申
告
し
ま
し

ょ
う
。
例
ｙ
ぼ
、
こ
ん
な
場
合
に

市
・
府
民
税
申
告
の

出
張
受
付

市
民
税
課
で
は
、
里
覇
間
中

は
土
曜
日
も
平
日
ど
お
り
午
後
五

時
ま
で
申
告
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

は
、
こ
ん
な
所
得
と
な
皇
子
。

◇

○
農
地
や
宝
器
劣
症
車
場
と
し

て
貸
し
た
提
昌
謝
礼
や
駐
車

料
金
・
：
不
動
産
所
碍

○
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
の
収
入
・
・
・
不

勣
産
所
得

○
知
人
や
会
社
に
対
し
て
貸
に
侍

け
た
金
銭
の
利
子
・
：
雑
所
得

○
パ
ー
ト
勤
め
や
日
雇
い
の
収
入

・
：
給
与
所
得

○
学
習
塾
や
書
道
塾
の
経
営
、
農

業
や
商
売
に
よ
る
収
入
・
：
事
業

所
碍

○
マ
ル
優
や
源
泉
分
離
選
択
課
税

と
し
て
い
な
い
利
子
？
配
当
金

・
：
利
子
・
配
当
所
得

な
お
、
マ
ル
優
や
特
別
マ
ル
優
、

郵
便
貯
金
は
、
金
融
機
関
に
関
係

な
く
そ
れ
ぞ
れ
一
人
当
た
り
三
百

万
円
が
限
度
額
と
な
っ
て
い
毒
石

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
源
泉

分
離
課
税
か
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。確

定
申
告
に
当
た
っ
て
は
、
農

業
や
商
売
を
し
て
お
ら
れ
る
人
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
年
金
で
生
計
か
賄
っ
て
お
ら

れ
る
人
も
一
年
間
の
収
入
を
Ｉ
ワ

ー
度
見
直
し
て
、
所
得
が
漏
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
Ｌ
フ
に
ご
注
意
く
だ

ま
た
、
左
表
の
と
お
り
市
内
各

所
で
出
張
翼
げ
付
け
も
し
示
す
。

所
得
税
確
定
申
告
の

地
区
納
税
相
談
所

税
理
士
会
宇
治
支
部
主
催
、
並

さ
い
。税

務
調
査

税
務
署
で
は
、
公
平
な
課
税
実

現
の
た
め
に
三
年
と
か
五
年
Ａ
）
Ｓ

に
一
度
、
％
：
時
？
に
な
ら
な
い
間

に
調
査
を
ず
る
の
が
通
例
で
す
。

税
務
調
査
に
よ
っ
て
、
里
鳳

れ
や
不
正
申
告
が
判
明
す
れ
ば
、

「
う
っ
か
り
ミ
ス
」
と
思
っ
た
も

の
で
も
、
本
税
の
ほ
か
延
滞
税
は

も
ち
ろ
ん
、
過
少
里
昴
算
税
や

重
加
算
税
が
加
算
（
五
％
～
三

五
％
）
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は

漏
れ
て
い
た
所
得
よ
Ｓ
ｖ
ｔ
Ｐ
多
い
額

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
の
上
、
社
会
的
信
用
を
な

く
す
こ
と
も
あ
り
毒
ｙ
。

申
告
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
シ
コ

一
度
チ
エ
″
ク
を
し
て
正
し
い
申

告
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
税
務

署
か
ら
釆
署
（
所
）
依
頼
の
案
内

状
か
受
け
取
ら
れ
た
人
は
、
ぜ
ひ

税
務
署
（
次
た
は
指
定
の
場
所
）

で
十
分
な
相
談
と
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
か
受
け
て
正
し
い
里
緊
さ

れ
る
よ
シ
お
勧
め
し
栄
ｆ
。
ま
た
、

確
定
里
暑
は
税
務
署
か
掟
召

れ
た
用
紙
か
必
ず
便
用
し
で
こ
だ

さ
い
。

（
宏
親
務
署
）

び
に
納
税
協
会
と
宇
治
商
工
会
議

所
共
催
で
、
小
規
模
事
業
者
の
確

定
里
易
手
助
け
を
ず
る
た
め
、

左
表
の
と
お
詐
相
談
所
を
開
設
し

ま
ず
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

月／日 住民税（市府民税）の出張受付会場所得税確定申告の地区納税相談会場

2／20
’（剔

木幡公民館小倉公民館宇治商工会議所

2／21（火）一
伊勢田公民分館

伏見信用金庫六地蔵支店 宇治商工会議所

2／22

（水）：
広野公民分館西小倉集会所

京都銀行小倉支店木幡公民館

2／23（木）……旦椋公会堂西岡屋会館

2／2＊！（金）ノ
紫ヶ丘公民分館
六地蔵公会堂

京都銀行小倉支店京都銀行大久保支店

2／27（月）束宇治消防分署西大久保集会所｀犬
2／28（火）

太陽神戸銀行宇治支店

開公民分館
京都銀行大久保支店

3／1（木）犬
宇治商工会議所木幡公民館

3／2（金）犬
3／6
、（火）犬

京都ｒｎ．行小倉支店

3／7（水）犬
3／8（木）卜卜

宇治商工会議所京都銀行小倉支店

木幡公民館

3／9（金）犬 宇治商工会議所木幡公民館

○時間：午前10時～正午
午後1時～4時

（ただし、太陽神戸銀行のみ午後3時まで）

建
設
．
工
事
・
物
品
購
入

　
業
者
の
登
録
申
請

2
月
2
0
日
か
ら
受
け
付
け

284

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度

指
名
業
者
の
資
格
審
査
の
申
請

か
沢
の
要
領
で
受
－
扮
け
ま
す
。

申
請
さ
れ
て
い
な
い
と
、
工
事

の
指
名
競
争
入
札
や
物
品
の
供

給
な
ど
に
参
加
1
Ｗ
Ｋ
ｔ
）
ん
。

▼
入
札
参
加
膏
殆

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

者
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▽
禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者

並
び
に
破
産
者
で
復
権
舎
得
な

い
者
▽
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
現
在
で
、
当
該
営
業
開
始
後

（
許
認
可
、
営
業
の
登
録
後
）

二
年
未
満
の
者
▽
資
格
審
査
申

請
管
拠
出
す
る
年
の
直
前
二

年
の
各
営
業
年
度
に
営
業
実
績

高
の
無
い
者
▽
建
設
工
事
業
種

に
あ
っ
て
は
、
建
設
業
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
一
〇
（
Ｗ
－
）

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
建
設
大

堅
是
は
都
道
府
県
知
事
の
許

可
か
受
け
て
い
な
い
者
、
測
璽

や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

の
業
種
に
あ
っ
て
は
、
業
務
ご

と
に
温
帑
が
定
め
る
営
業
に

は
、
当
該
営
業
を
行
う
た
め

に
必
要
な
許
認
可
な
芦
券
肴
し

な
い
者
▽
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
す
る
ま
で
に
宇
治
市
税
を

滞
納
し
て
い
る
者
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

▽
建
設
工
事
関
係
・
・
・
申
請
書

（
建
設
省
統
一
様
式
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
じ
た
も
の
）
、
印
鑑

証
明
書
、
工
事
経
歴
書
な
ど
▽

測
班
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
関
係
・
・
・
申
請
書
（
建
設
省

‘
統
一
様
式
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

じ
た
も
の
）
、
印
鑑
証
明
書
、

業
務
経
歴
書
な
ど
▽
物
品
関
係

…
申
請
書
（
管
財
契
約
課
刄
配

布
）
、
印
鑑
｀
助
書
、
営
業
経

歴
書
な
ぺ

▼
受
付
期
間
と
場
所

胃
習
囲
か
＊
Ｓ
＆
ｎ
Ｗ

午
後
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

市
役
所
第
一
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
一

階
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
の
午

後
と
日
曜
日
、
平
日
の
正
午
か

ら
午
後
1
時
ま
で
は
除
ぐ
。

な
お
、
詳
し
ぐ
は
要
領
が
あ

関
す
る
登
録
を
受
け
て
い
な
い
り
未
了
の
で
、
管
財
契
約
課
ま

者
、
そ
の
他
の
業
種
に
あ
っ
て
刄
（
管
財
契
約
課
）

学
校
給
食
物
資

納
入
業
者
の
登
録
申
請

2
月
1
日
か
ら
受
け
付
け

里
吊
学
校
給
食
会
で
は
、

年
間
百
八
土
八
日
、
一
Ｅ
約
一

万
九
千
食
分
の
給
食
か
作
る
の

に
必
要
な
物
資
か
登
録
業
者
制

に
よ
る
品
目
別
入
札
方
法
で
購

入
し
て
い
ま
ず
。

登
録
か
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、

二
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に

市
教
育
委
員
会
の
学
校
給
食
会

事
務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
。
申
し
込
み
に
は
、
登
録

料
一
万
円
と
所
定
の
申
請
書
類

奮
添
付
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
1
名
の
は
次

の
項
目
に
該
当
す
る
業
者
で
す
。

①
市
内
、
ま
た
は
京
阪
神
地

域
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
②

相
当
の
資
蚕
政
営
さ
れ
、
相

当
額
の
販
売
実
績
が
あ
る
こ
と

③
常
時
営
業
か
続
け
て
い
る
こ

と
④
引
張
続
い
て
二
年
以
上
、

営
業
し
て
い
る
こ
と
⑤
指
示
の

期
日
、
時
刻
、
指
定
の
場
所
に

物
資
夕
納
入
で
き
る
こ
と
（
五

校
以
上
に
納
入
で
必
る
こ
と
）
。

（
学
校
教
育
課
）

市・府

民税
申告は漏れなく
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小
倉
町
西
浦

大
壽
堂
優
ち
ゃ
ん

ゆうちゃんは、シチューが大好

き。おいしいねってたくさん食べ

て、とても元気な女の子です。

この欄に掲載するお子さん（58

年2月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

お
知
ら
せ

健
康
講
習
会

～
中
高
年
の
健
康
管
理
～

参
人
保
健
法
に
基
「
つ
く
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
宇
治
久
世
医
師
心
一
の
協
力
か
得
、
中
高
年
者
向
け
に
健
康
講
竪
琴
蘭
孝
柔
す
。
ぜ
ひ
聴
き
に
お
越
Ｌ
ぞ
だ
さ
い
。

品
な
ど
▼
申
1
込
み
・
：
3
月
5

日
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

伝
統
を
学
ぶ
講
座

ふ
る
さ
と
宇
治
の
伝
統
を
学

び
郷
土
舎
見
つ
め
、
皐
治
の
生

活
文
化
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

特
に
今
回
の
講
座
は
、

目
で
確
か
め
、
手
に
触

れ
、
味
わ
い
な
が
ら
桑

Ｌ
乙
昼
ツ
μ
れ
る
よ
．
ｎ

計
画
し
ま
し
た
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下

表
▼
と
亭
：
午
後
2
時

1
ｔ
時
、
た
だ
し
1
月

8
日
は
午
前
1
0
時
1
午

後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
対
象
…
全

講
出
席
で
き
る
市
内
在

伝統を学ぶ講座日程表

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
―
ｍ
時
半

直
接
会
場
へ
。
（
保
健
予
防
課
）

宇
治
の
茶
せ
ん
供
養

―
興
聖
寺
を
特
別
公
開
1

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
1
日
向
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
・
寂

聖
寺
と
で
の
周
辺
▼
内
容
・
・
・
茶
せ

ん
供
養
、
お
茶
・
葉
茶
が
ゆ
席
ほ

か
▼
お
茶
席
券
・
・
・
千
円
▼
問
い
合

わ
せ
ふ
落
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
豊

⑩
―
－
1
4
）
。
（
商
工
観
光
課
）

譚 月日
－ア－マ

講師

1
2／16
お茶と茶摘み女－ビデオをみて―京都市立洛陽工業高校教諭ｉｔＪチ子さん

2
2／23
茶ｓ服をたのしむ 東宇冶茶業青年団

3
3／1
茶道とやきもの朝日焼窯元夫人松林芙戸子きん

4 悩「 普茶料理の昧－科理寞習と試食－貫輦山万柚々吉野玄輝さん

5
3／15 四季の葬らしと産物 宇冶市歴史資料室若原英次さん

6 3／22 宇治の民ｌ畠をたずねて－たのｔく歌って―京ｔｓ廠冑大乍助教授梁島章子さん

住
の
婦
人
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
2
月
9
日
必
着
で

木
幡
公
民
館
へ
。

な
お
、
第
4
講
目
は
実
習
の

材
料
費
が
必
要
。
（
木
幡
公
民
館
）

健康講演会の日程表

月日 会場 テーマ 講師

2．／17ＫＳ
宇ｉｔ．ｔｉ保健

センター
目のかすみと

成人病

―そこひを中・ｕこ－

内田眼ｆｉ医院訥田鮭三郎Ｓん

2／24（4）木幡公民館 中島医院中島周子さん

2／22｛＋）小倉公尺館 腰痛と神経ｒｎ

一老化は足腰から―

松田整≫外科医院松田和男さん

2／28肉
宇治市保健

センター
阪井ＢＵＳ外科医院阪井ｆｔさん

宇
治
市
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

第
一
回
の
宇
治
市
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
き
濠
ｙ
。
四
季
を

通
じ
た
宇
治
の
表
情
―
季
画
一
感
あ

ふ
れ
る
風
景
、
行
事
、
風
俗
な
ど
、

μ
に
と
し
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

お買い物のめやす

消費者物価20(1

月分)
この公表価格は，1月始めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

京都府南部地域（京都市・亀岡市以南）

の最低賃金は、下表で実施されています

最低賃金が改定

京都府南部地区

最低賃金の件名
最低賃金額

効力発生

年月日

日額 時間額愚用区分

食料品製造業 3，619
．Ｍ453

58．12．31

鬘無必痢 3，525441
木材・木製品・家具

装備品製造業 3．817478

パルプ・紙・紙加工品製造業
3，712464

出版・印刷同関連産業3，740468 ¶

窯業・土石

製品製造業 3，825479
機械・金属製品等

製造業 3，822478
2ａ4

あり

自動車整備業 3．816 477

卸売業 ・3，806 ・476

小売業 3，700463・
調理士見

習を除く

京都府南部地区最低賃金3．404 426 58．10．24

▼
規
格
・
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

つ
切
り
（
新
し
い
作
品
で
単
写
真
、

未
発
表
の
も
の
）
、
作
品
裏
面
に
応

募
票
貼
付
▼
驀
崩
間
・
：
2
月
1

日
～
2
月
2
5
Ｅ
▼
応
募
先
・
・
・
宇
治

市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
＠
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

4
）
応
募
要
領
あ
り
▼
賞
・
・
・
学
治

市
長
賞
、
宇
治
観
光
協
会
長
賞
な

ど
多
数
▼
発
表
…
3
月
上
旬
▼
写

真
展
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
開
催
。
（
商
工
観
光
課
）

太
陽
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
婦
人
健
康
体
力
づ
く
り
教
室
〉

▼
ぷ
き
・
・
・
2
月
3
日
～
3
月
2
3

日
の
福
富
曜
日
で
8
日
間
、
午

前
1
0
時
～
1
1
時
4
5
分
▼
集
合
場
所

：
太
陽
が
丘
公
園
セ
ン
タ
ー
内
ロ

ビ
ー
▼
内
容
・
：
ジ
ャ
ズ
体
操
、
ス

ト
レ
″
チ
体
操
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。

球
技
な
ど
▼
参
加
料
・
・
・
三
千
二
百

円
希
望
者
は
、
初
日
直
接
会
場
へ
。

〈
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
3
月
5
、
6
、
8
、

9
、
1
2
、
1
3
、
1
5
、
1
6
ｍ
の
8
日

間
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
5
0
分
▼
と

こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
参
加
料
・
・
・
三
千
二
百
円
▼
定
員

・
・
・
3
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
硬
式
テ
ニ
ス
」
と
明
記
し
、
2

月

1
5
日
必
着
で
山
城
総
合
運
動
公

園
管
理
事
務
所
（
広
野
町
八
軒
屋

谷
1
番
地
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

新
春
特
別
講
演
会

▼
と
き
・
・
・
2
月
2
1
日
脚
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
民

会
館
ｙ
演
題
…
8
4
年
の
政
局
と
経

済
の
見
通
し
▼
講
師
・
・
・
ニ
ュ
ー
ス

’
解
説
者
、
俵
孝
太
郎
さ
ん
▼
定
員

・
・
・
三
百
人
▼
入
場
ぺ
・
無
料
▼
申
し

込
み
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
雲
0
2
3
1
5
）
、
ま
た
は
宇
治

商
工
心
一
議
所
（
豊
⑩
3
1
0
1
）
へ

▼
主
催
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
、
宇
治
商
工
会
議
所
。

（
交
通
労
政
課
）

2
月
の
献
血

▼
2
月
1
0
貝
圀
、
午
前
1
0
時
～

正
午
、
午
後
Ｌ
時
ｒ
3
時
半
、
陸

上
自
衛
隊
関
西
地
区
補
給
処
。

（
保
健
予
防
課
）

犬
・
猫
の
引
き
取
り
・

▼
と
き
・
：
2
月
1
4
Ｂ
㈹
▼
と
こ

ろ
・
・
・
木
幡
公
民
分
館
＝
午
前
1
0
時

4
0
分
発
、
小
倉
公
民
館
＝
午
前
1
0

時
5
0
分
発
、
旦
椋
公
心
一
堂
＝
午
前

Ｈ
時
1
0
分
発
、
宇
治
保
健
所
―
午

前
Ｕ
陥
脊
着
。

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
野
犬
絶
佩
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

χ
○
ひ

（
環
境
保
全
課
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
の
ご
利
用
を

現
金
の
持
支
Ｂ
せ
が
な
ぐ
て

も
電
話
が
か
け
ら
れ
る
ク
レ
ジ
″

ト
通
話
。
利
用
方
法
な
ど
詳
し
ぐ

は
藻
竃
話
局
（
豊
0
2
↑
9
4
）

へ

○

（
宇
治
電
報
電
話
局
）

品名 規格 平均ｍ格
11格状況

吋前ｉｉ比最高価ｍ最旺価格

灯油
18（店頭

円1，444％△4．2 円1，550円1，250

18（配達 1．495△3．61．6001，400

ガソリン
レギュラー1（現金売’）

148△3．3 155 143
ティッシュ

ペー／？－

400牧入ｌ箱

けｉＪｔ，μ・スコ／ｆ＜ｌ155△0．6178 133
ｆ．ｆｆｉ用ラフプサランラップ30・×20ｍ218△0．9 258 168
アル■ホイル 25ｃ鴎×8ｍ 166 2．5188 138

シャンプー液体ポリ容器220ｃｃ花王ェ・ｚセンシャル246 6．9280 230

洗たく用粉石けん2．4ｋｇ 899 0．8 970 750

牛肉 すきやき用中催度100ｇ380△1．5 450 310
Ｊ£さけ 切身100ｇ 290△4．1400 圃

ばれいしよ男Ｂｌｏｏｇ 21 5 25 13

キャベツ中王約Ｕｇ 217 21．9 298 130

鶏卵
Ｍサイズパック入ｌｏ個

193△7．2220 178

食用油
日清サラｒ油ピン入1．65Ｏｇ

575△1．3650 493

しよう油
キッコーマン濃い口ピン入2ｔ

543 0．9 598 515

砂糖 上白Ｕｇ 257 0．3 280 238

小麦粉
・Ｂ清小麦扮フラワーＵｇ（薄力扮）

212 0．4 230 198
インスタントコーヒーネスカフェ黒ラベルピン入150ｇ981△0．21，100880

みそ タヶヤミソ1ｋｇ 325 0．3338 285

食パン
普通品1斤（スライスしたもの）

171 0．5翻 150

ｉｆｔたく代ワイシャツ白の長そで 145 1．3 180 120

三
種
混
合
予
防
接
種

2
月
3
日
か
ら
市
内
1
1
会
場
で

二
月
か
ら
三
月
の
間
、
地
域

の
十
一
会
場
で
三
種
混
合
予
防

接
種
を
実
施
。
ま
だ
？
ハ
は
こ

の
機
物
旨
～
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
接
種
回
数
・
・
向
第

一
期
＝
満
二
歳
か
ら
四
歳
未
満

で
、
三
週
間
か
ら
八
週
間
の
間

隔
で
三
回
接
種
。
○
第
二
期
―

第
一
期
終
了
後
一
年
か
ら
一
年

半
の
間
に
一
回
接
種
。
○
第
三

期
＝
小
学
校
六
年
生
の
時
に
一

回
接
種
。
学
校
で
受
け
な
か
っ

た
児
童
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

Ｌ
ｙ
｀
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
百
は
ぜ
き
に

か
か
っ
た
幼
児
や
三
種
混
合
予

防
接
種
か
漂
白
な
か
っ
た
四
歳

か
皇
ハ
歳
未
満
の
幼
児
は
、
ジ

フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
の
二
種
混

拿
接
種
し
津
ｙ
。

▼
日
程
支
蕩
・
・
・
昭
和
五
十
八
’

年
三
月
二
十
一
日
に
発
行
1
蚤

し
た
市
政
だ
よ
り
の
保
健
予
防

年
間
日
程
表
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

各
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
予
防
課
）

285

20歳になったら

国民年金
今
年
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
。
成
人
と
し
て
の
権
利
や
義
務
を
目
覚
し
ま

し
た
か
。
自
分
自
身
の
将
来
の
生
活
設
計
の
こ

Ａ
Ｗ
Ｈ
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｕ
つ
か
ぴ
と
老
え
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ
の
家
族
な
芦
が

必
ず
加
入
す
る
制
度
で
す
。
手
続
き
な
戸
辞
し

ぐ
は
、
保
険
年
金
課
（
雲
⑩
1
1
4
1
）
ま
で

お
気
軽
に
。
（
保
険
年
金
課
）

移
動
図
書
館

（
2
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

2
8
日
㈲

2
4
日
m

2
3
日
湘

2
1
D
i
g

1
6
日
團

1
5
日
伽

1
4
n
g

9
日
團

8
日
南

7
日
脚

2
日
團

1
日
g
日

平
盛
西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

木
帽
岡
量
東
南
山

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

黄
業
南
山
明
星
町

志
津
川

福
角
南
陵
町

神
明
奥
広
野

広
野
伊
勢
田

地
区

1
4
‥
4
0
1
1
6
‥
0
0

3
・
0
4
・
0

1
・
3
1
1
一
2

1
0
‥
0
0
～
1
1
一
0
0

4
．
0
0
6
．
0

1
－
～
1
・
0

Ｏ
・
0
1
9
0

1
一
〇
～
1
・
3

1
4
‥
0
0
1
1
6
二
ｗ

1
4
‥
5
0
ー
1
6
‥
1
0

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
2
0

4
・
0
5
・
0

1
一
3
～
1
・
5

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
1
0

1
4
‥
3
0
～
1
6
‥
1
0

1
3
‥
3
0
1
1
4
‥
1
0

5
・
0
6
一
〇

1
・
1
～
1
・
0

4
・
0
4
・
0

1
・
Ｏ
ー
ー
・
5

4
・
0
5
・
0

1
・
3
～
1
・
3

3
・
0
4
・
0

1
・
3
ー
ー
・
0

Ｏ
・
0
1
・
0

1
・
ｏ
～
1
・
0

4
・
0
5
・
0

1
・
Ｏ
～
1
・
4

1
5
‥
1
0
～
1
6
‥
1
0

4
・
0
4
・
0

1
・
Ｏ
～
1
・
5

Ｏ
・
0
1
●
0

1
ｓ
ｏ
～
1
・
２

4
・
0
6
・
0

1
・
Ｏ
～
1
・
0

駐
車
時
問

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

梅
垣
タ
バ
コ
店
前

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
横
広
場

南
部
小
学
校

二
丁
目
公
園
横

城
南
荘
児
童
公
園

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
校

伊
勢
田
神
社

駐
車
場
所

市
民
図
書
室
は
秋
の
新
図
書
磐
蔑
ま
で
休
室

公民館のおしらせ

○宇治市公民館…宇治里尻71の9

（ｎ＠28Ｏ4）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ａｃ8290）

○宇治市小倉公民館小介町寺内

91（ｎ⑩4687）

若
者
ス
キ
ー
教
室

ス
キ
ー
タ
徊
い
な
が
ら
、
友

情
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

▼
欠
Ｔ
2
月
1
9
Ｂ
閣
▼
と

こ
ろ
…
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー

場
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
中
・

高
校
生
▼
定
員
・
・
・
4
5
人
（
先
着

順
）
▼
費
用
・
・
・
参
加
費
二
千
二

百
円
、
貸
ス
キ
ト
代
千
五
百
円

▼
申
し
込
み
・
・
・
参
加
費
と
頁
ス

キ
ー
代
蔡
？
で
ｚ
帑
、
小

倉
、
木
幡
各
公
民
館
へ
。

問
監
Ｂ
せ
は
、
各
公
民
館

ま
で
。
（
各
公
民
館
）

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

出
展
作
品
を
募
集

第
三
回
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

の
展
一
節
部
の
発
ｔ
ｉ
Ｂ
Ｃ
品
ｍ

渠
し
康
ｙ
。
日
ご
ろ
の
手
づ
く

り
作
品
蔵
ぜ
ひ
出
品
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

▼
内
容
・
：
第
1
部
＝
3
月
1
0

日
λ
甘
、
油
絵
・
水
彩
画
・

日
本
田
・
水
墨
画
・
版
画
・
書

な
ど
。
第
Ｃ
Ｍ
部
＝
ｃ
ｎ
月
1
7
Ｂ
～

1
9
Ｒ
、
つ
ま
み
田
・
パ
″
チ
ワ

ー
ク
ー
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
俳

句
・
短
歌
・
ｈ
作
・
各
種
串
会

▼
熱
唱
の
市
民
音
楽
会
（
5
8
年
2
月
）

　
第
二
十
二
回
宇
治
市
民
音
楽
会

を
開
き
柔
ず
。
巧
み
な
器
楽
演
奏

や
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
ど
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
夕
発
表
。
地
域

や
育
友
会
の
サ
ー
ク
ル
、
幼
稚
園
、

学
校
の
ク
ラ
ブ
、
養
護
参
人
ホ
ー

ム
な
ど
二
十
八
団
体
が
出
演
し
ま

す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
采
場
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
2
月
5
日
面
、
午
前

9
時
半
開
場
、
第
1
部
（
合
唱
）

＝
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
零
時
2
0
分
。

第
1
部
（
合
奏
）
＝
午
後
零
時
5
0

分
か
ら
ｔ
時
2
0
分
▼
と
こ
う
・
・
宇

治
市
公
民
館
屁
哭
会
議
室
▼
…
一
…
一

演
団
体
・
・
・
下
表
。

　
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
ぐ
だ
さ
い
。

2
月
5
日
に
市
民
音
楽
会
開
催

市民音楽会

　　出演団体

第＾部（合唱）・・・宇治市役所「きまぐれ飛行船J．宇治市少年少女

合唱団．西小倉小学校育友4コーラスサークル，南小倉小学校

ＰＴＡコーラス郎，向陵学園女声合唱団，宇治朝霧コーラス，

大久保小半校育友会コーラス部，n道マザー・フロック・コール

と貧道小学校育友会コーラス部との合同，紫陽花コーラス，京

都中央少年少女合°a瞰．南宇治中学校・西大久保・平盛小学校冑

友会コーラス部合同，Ξ室戸小学校ＰＴＡコーラス部．貧遭第

二小学校冑友会コーラス部，宇治市民混戸合唱団（出演順）

第2部（合妻）■■■小倉小学校合唱合奏クラブ．伊勢田小学校會管

バンドクラブ，宇治養護老人ホーム，宇治小学校金管バンドク

ラブ．宇治ギター・マンドリン・アンサンブル．正山会，琴海会，

峰山会．琴章会．美加ノ原第二幼ft園バイオ’）ン合奏団．オレ

ンジ・・ブロッサム，市民音楽サークル宇治シティーフィルハー

モニー，スイート・ジャズ・オーケストラ・宇治市民吹奏楽団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出演順）

練
習
成
果
を
発
表
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市役所清掃事務所

　TEL223141番

宇治（里尻、小桜、字文字．壱番、妙楽、蓮華、
塔川．善法、東山、下居、琵琶、野神．弐番、

2／117池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）

白川（全域）｀折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）218神明（全域）

宇．治（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）3．20広野町（小根尾、大開、尖山．宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

421大久保町（北ノ山、山ノ内、・南ノロ、大竹、上ノ山．
久保）西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒．ウトロ、影山）

622開町（国道筋）広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏．派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）

723小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）羽拍子町（国道筋）

伊駱田町（ｄｔ山大谷若林井尻巾山毛誤）
小倉町ｍｍ．山際．京銀前から南京信前までの市

824道筋以南の西浦）伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前か，ら南京信前927までの市道筋以北の西浦）

伊翁田町（南遊田）

1028ＵＵ鏃‰の新田島）

宇治（戸ノ内、蔭山国鉄以北の剖廟・天神）
木幡（平尾、須留．御蔵山、畑山田．御園、陣ノ

1329内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以吏の正巾・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北畠、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

143／1中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（ｓ雀島、谷前、西田．古川、北ノ庄、西川

153／2原ヽ壇ノ東ヽ寺界道、野添、大林、梅林、西浦、新開、平野、折坂、福角、－・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）
菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内、京大宿舎）

163／3篇Ｍ．ｍ（詣標

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内．又振、山田）

し尿収集日程

表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢
ＴＥＬ075－631－5171番

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
122西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
223芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
324南山（Ｂ）、金草原
425南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）．中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）、北畠一部
627北畠、桧尾、平尾、須留
728花揃、赤塚、陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御間、正中（国鉄以東）、町並一部
829北御蔵山（半尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山令域、笠取

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、徳永．柿ノ木町．93／1一丁目、札ノ辻町、紺屋町

103／2内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、，南端（国鉄以西）
133／3大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
15寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添．谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
16西浦一部、新開．平野府営住宅、折坂一部
17福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
18車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
20車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下りぐ国鉄以西）
21福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域
122田原、井ノ尻、日椋，平盛南ノロ

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保．南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、223寺山（ー光園団地）

寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、324石塚（心華寺通り以西）

425東裏一甲山桐生谷聞町石塚（心華毒通り以東）寫北一部
627小根尾大開一部、ｔ山一銘官東宮西宮ｉｔ

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、’矢落（国鉄以南）、728壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

829下居善法、壱番、妙楽宇文字、里ｍ．（国鉄以南）、塔川
蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎．白川、金井戸、山本、荒棋、田中、大垣内、妙見、9．3／1
志津川

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中．西中、河原、門前、只川、中筋、103／2池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

くみもれの場合は

連絡を

くみもれになった場合は必ずマン

ホール（収集ロ）側から確認のうえ

2～3日中に城南衛生管理組合まで

連絡してください。ただし、お留守

とか収集通路に物が置いてあり、く

めなかった場合は「し尿収集のおし

らせ」伝票を入れますが、この伝票

が入った場合については次回の日程

まで収集できませんのでご了承くだ

さい。電話075（631）5171

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・検島町・宇治・羽拍子町地域

22中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪ヽ島前・1大町大川原、中川原（大川原線以西ゝ石橋（大Ｉ＼＼原線以西）

223中山Ｇ斤詮以西）、毛語、若林
323羽拍子町
425蛇塚、弐番（府道以北）、池森、米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、627神楽田（山中含む）

728戸ノ内矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）、里尻（国鉄以ｄｈ）小桜
829東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
93／1南落合（4の通り以降～13の通りまで）
103／2南浦（100～110、84～98、30～33）、大只団地、山際一部
133／3南ｍ、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、143／5郡、石橋（大川原線以東）

15老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前．中川原（大川原線以東）、16十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

17寺内、西浦
18雨堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
20南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、21中
ノ田、名木、浮面、安田町全域

286

5
9
年
2
月
分

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

2
月
分

・
□
こ
の
ほ
か
、
市
政
相
談
・
一
般
生
活
相
談
は
市
役

　
』
所
市
民
相
談
室
で
、
消
費
苦
情
相
談
は
商
工
観
光

～
課
で
、
教
育
相
談
は
教
育
委
貝
会
で
、
日
曜
日
を

　
’
除
ぐ
毎
日
受
付
家
庭
児
童
相
談
は
月
～
金
曜
日

。
の
1
0
時
～
1
6
時
に
総
仕
猫
祉
会
館
三
階
の
家
庭
児

―
ｊ
童
相
談
室
（
豊
⑩
8
6
9
8
）
で
。
高
齢
者
職
業

　
　
相
談
は
毎
週
火
ご
望
曜
日
の
9
時
1
1
6
時
に
総
合

　
　
福
祉
会
館
二
階
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
酋
⑩
5

　
　
6
5
2
）
で
職
業
紹
介
べ
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

もえないゴミ収

集日程表

1困
　

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2困

●法律相談（総合福祉会館
　13時半～15時半）
　人権相談（市民会館10時
　～15時）

　　宇治市交通事故相談

とき2月10日（金）午後1時

　　　　半～4時

ところ宇治市民会館2階

相談員弁護士
申込み相談を希望される人は
　　　　市役所交通労mm．（s

　　　　＠3141内線279）へ

3i）
血圧相談（川束集会所9

時半～11時）

4tt）
●結婚相談（川来集会所13

　時～15時）
　　交通事故巡回相談所

とき2月8日（水）・22日（水）

　　　　午前9時～午後4時

ところ宇治市宇治若森

　　　　京都府宇治地方振興局

内容●交通事故の法律問題

　　　　●示談のしかた●賠償

　　　　額の算定●訴訟．調停
　　　　のしかた●自賠責保険

　　　　等の利用、臍求のしか

　　　　たなど。

問い合わせ宇治地方振興局
　　　　　　　　n⑩2970

5⑥

6側
●心配ごと相談（総合福祉
　会館13時～15時）
　乳児相談（保健医療セン
　ター9時半～11時）

7㈹

8困
移動消費生活相談（橘島

一ノ坪集会所10時～15時）

9困
●法律相談（総合福祉会館

　13時半～15時半）

lOi）
血圧相談（開公民分館9｀｀‾゛

時半～ll時）

11出

12⑧

13㈲
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～15時）

　乳児相談（小倉公民館9時半～11時）

14㈹●年金相談（総合福祉会館10時～正午）

15團 精神薄弱者相談（総合福祉会館13時～16時）

16困

●法律相談（総合福祉会館13時半～15時牛）
●高齢者無料職業巡回相談（総合福祉会館10時～15時）
　行政相談（市役所市民相談室10時～16時）
　乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

17吻 血圧相談（城南荘集会所9時半～11時）

18出●結婚相談（川東集会所13時～15時）

19⑨

20（月）
●心配ごと相談（総合福祉会館13時～i時）
　幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

21㈹

22困
消費生活相談（商工観光課10時～15時）
青少年相談（宇治市民会館13時～16時）
移動市民相談（中ノ田集会所13時半～16時）

23困●法律相談（総合福祉会館13時半～15時半）

24吻 社会福祉協議会の相談（●印）

　1人で悩まず、お気軽にご相談

ください。総合福祉会館（市役所
から南へ200r；）で相談を受けてい
ます。（社会福祉協議会＝総合福

祉会館内a⑩5650）

●心配ごと相談（民生児童委貝）
　よろず相談全般。毎週月曜日、

　総合福祉会館で。
●法律相談（弁護士）法律問題全

　般。総合福祉会館で。毎月第1・
　2・3・4木曜日、定貝10人。

●結婚相談（専任相談員）
　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
　協・相談所貝）

　高齢者の求人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）
　キ金全般。

－

ミ

ー

・

－

－

－

25出
●結婚相談（川束集会所13

　時～15時）

26⑧

27（月）
●心配ごと相談（総合福祉
　会館13時～15時）

28図
一

一

－

―

青少年問題の悩みなど

お気軽にご相談を。
－

―

ー

－

29困
□宇治こころの電話
0774－24－08003月

1俐
日曜・祝日除く毎日午前9

時～午後6時に受け付け。

　（電話番号はお間違いのな

いように／）

ｙ｝

●
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